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［報告の概要］

　ホルヴァート（Horvath,P.）とマイヤー（Mayer,R.）の認識では、工場の自動化や多品

種少量生産への移行を背景として、今日の企業の原価構造には大きな変化が見られる。つ

まり、本来の生産領域（製造領域）以外での活動、換言すれば間接領域（例えば、研究開

発、調達、ロジスティックス、作業準備などの製造支援領域、販売領域ならびに管理領域）

における準備的、計画設定的、管理的、監視的および調整的活動の増加が、間接費

（Gemeinkosten）の割合を著しく増加させている。しかしながら、彼らによれば、ドイツ

の伝統的な原価計算技法は、全部原価計算であれ、また部分原価計算であれ、もともと製

造領域に適用するために開発されてきたものであり、間接領域への適用には難点を伴う。

それ故、ホルヴァートとマイヤーは、本来の生産領域（製造領域）ではなく、あくまでも

間接領域に的を絞り、そこで発生する間接費の計画、統制および配賦計算の技法としての

プロセス原価計算（Prozeskostenrechnung）を提唱した。

　プロセス原価計算を支える基本原理は、必ずしもホルヴァートとマイヤーの独創による

ものではない。彼らは、クーパー（R.Cooper）やキャプラン（R.S.Kaplan）らが提唱する

アメリカの活動基準原価計算（Activity-Based Costing；ABC）から多大な影響を受け、こ

のＡＢＣの発想をドイツの企業実務に導入しようと試みた。しかし、彼らは、ＡＢＣをそ

っくりそのまま模倣したのではなく、ＡＢＣをドイツの会計環境に適合するような形に修

正した。ホルヴァートらは、ＡＢＣとプロセス原価計算は同一の基本理念に立脚するが、

全く異なる原価計算技法であると主張している。

　さて、本報告の目的は、アメリカで展開されているＡＢＣと比較しながら、ドイツのプ

ロセス原価計算を考察することである。本報告の内容は、主として次の諸点からなる。ま

ず第一に、ホルヴァートとマイヤーの諸論文を素材として、ＡＢＣとプロセス原価計算の

共通点と相違点を明確に把握する。第二に、両計算技法の異同点を踏まえた上で、プロセ

ス原価計算の計算構造の特徴を明らかにする。すなわち、ＡＢＣの革新性（つまり、製造

間接費を伝統的な意味での製造部門あるいは補助部門に集計しないこと）を摂取した上で、

部門別計算を重視するドイツ原価計算の伝統をも継受するプロセス原価計算の計算構造が、

原価部門で認識される部分プロセス（Teilprozes）と部門横断的な主要プロセス

（Hauptprozes）からなる重層構造であったことを確認する。第三に、ターニー

（P.B.B.Turney）らが提唱する第２世代の活動基準原価計算（ＡＢＣ）を取り上げ、ミク

ロ活動（micro Activity）とマクロ活動（macro activity）を利用するこの第２世代ＡＢ

Ｃの計算構造が、部分プロセスと主要プロセスからなるプロセス原価計算の計算構造と類

似していることを指摘する。そして最後に、グローバルな競争市場で競争優位を獲得する



ためには、どのような原価計算技法が有用性を持つのかを探求する。
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